













































































































































A県及び B県の小学校 6校における 5～ 6年生
692名を調査対象とした。このうち，記入ミスのな
かった児童 644名を分析対象とした。内訳は，5年































































































































































































































































































p＜ .01），「学校への満足度」（r =.518，p＜ .01），「自
然な自己開示」（r =.431，p＜ .01），「学習への志向性」
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項目 因子M（SD） 1 2 3 4 5 共通性
第 1 因子　他者重視（α=.852）
10 自分にとっていやなことでも，クラスのためにがんばりたい。 3.512(1.046) .751 .020 .031 .040 -.067 .585
7 友だちがつらい目にあっていたら，自分がまきこまれるようになったとしても助けてあげたい。 3.995(0.983) .733 -.136 -.142 .084 .176 .481
13 クラスのためになることなら，どんなことでもがんばりたい。 3.447(1.056) .728 .115 .057 .014 -.076 .636
2 自分のことは後回しにしてでも，友だちのことを助けてあげたい。 3.957(0.942) .697 -.010 -.154 .041 .138 .530
12 友だちが，良くない行動をしていたときにはきちんと注意したい。 3.907(0.940) .643 .058 .100 -.117 -.024 .456
5 自分と気の合わない友だちでも良い所を見つけたい。 3.584(1.223) .614 .021 .004 .030 -.204 .507
16 友だちがまちがったことをしていたら，たとえケンカになったとしても注意してあげたい。 3.418(1.123) .586 -.009 .185 .046 -.097 .301
15 自分の考えよりも，クラス全体の考えを大事にしたい。3.613(0.967) .439 .031 -.038 .011 .076 .204
第 2 因子　先生重視（α=.791）
23 先生のことをたくさん知りたい。 3.208(1.382) .000 .729 -.152 -.007 .155 .554
26 先生にはいつも自分のことを見ていてほしい。 2.404(1.141) .039 .690 .188 .028 -.106 .504
19 先生と休み時間にたのしくおしゃべりがしたい。 3.304(1.235) .067 .675 -.151 .046 .056 .547
22 友だちには言えないことでも，先生には自分のなやみをきいてもらいたい。 2.705(1.243) .060 .647 .039 -.133 .043 .493
25 勉強でわからないことがあったら，自分で考えるよりもすぐに先生に聞きたい。 2.635(1.230) -.063 .555 .132 .084 -.073 .271
第 3 因子　自分重視（α=.717）
36 あまり友だちがいなくても，一人で気楽に過ごすことができればよい。 2.356(1.243) .147 -.064 .678 -.222 .164 .465
29 他の人のことよりも，まずは自分を大切にして過ごしたい。 3.138(1.095) -.080 .146 .545 .042 -.045 .309
33 クラスの雰囲気がどうであろうと，自分で楽しみを見つけることができればそれでよい。 2.665(1.119) -.015 -.009 .543 .191 .025 .413
28 もめごとにまきこまれるくらいなら一人で気楽に過ごしたい。 2.820(1.405) .016 .040 .525 -.173 .194 .341
34 友だちが何をしていようとも，あまり気にせずに過ごしたい。 2.640(1.090) -.034 -.013 .508 .166 .070 .397
第 4 因子　楽しさ重視（α=.704）
43 少しくらいさわがしくても，元気いっぱいに過ごしたい。3.745(1.131) .194 .028 -.066 .667 -.072 .417
45 勉強よりも友だちと楽しく過ごすことを大事にしたい。 3.775(1.042) -.021 .090 -.164 .627 .043 .364
42 ルールにはあまりこだわらずに友だちと楽しく自由に過ごしたい。 3.303(1.132) -.072 .020 .134 .598 .023 .454
41 友だちと楽しく過ごすことができるなら，少しくらいルールをやぶってもしかたがない。 2.573(1.117) -.159 -.015 .120 .532 .026 .428
39 多少のからかいやふざけることがあっても，楽しく過ごせればそれでいい。 3.342(1.275) .148 -.119 -.013 .451 .134 .263
第 5 因子　親友重視（α=.652）
48 クラスに気の合わない人がいても，親友がいればそれでよい。 3.186(1.208) .008 -.008 .101 .119 .640 .536
50 気の合わない人とは，無理に仲良くせずに過ごしたい。3.354(1.216) -.096 .078 .102 .022 .561 .407
46 いつもいっしょに行動できる友だちがいれば，友だちの人数は少なくてもよい。 2.988(1.315) .098 -.035 .190 -.005 .427 .256
因子寄与率（％） 24.004 10.373 8.5117 6.046 4.694
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ .541 -.456 -.191 -.335
Ⅱ -.231 -.226 -.256
Ⅲ .268 .406
Ⅳ .283













=-.248，p ＜ .01），「学校への満足度」（r =-.223，p









































他者重視 .576** -.149** .518** .431** .465** .401**
先生重視 .467** -.102** .402** .448** .352** .301**
自分重視 -.228** .255** -.337** -.205** -.111** -.169**
楽しさ重視 -.020 .018 .083* .092* -.092* -.022
親友重視 -.248** .233** -.223** -.188** -.179** -.248**
  **p<.01　 *p<.05
Table 4　学級生活志向性尺度の基本統計量及び学年差・性差
男子 女子 主効果 交互作用
5年 6年 5年 6年 性別 学年別
n=180 n=155 n=160 n=149 df=1，640 df=1，640 df=1，640
M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） F値 F値 F値
他者重視 3.71（.76）3.51（.78）3.82（.68）3.66（.64） 5.09* 女子＞男子 10.03** 5年＞ 6年 0.18
先生重視 2.96（.87）2.64（.97）3.08（.89）2.69（.89） 1.61 25.44*** 5年＞ 6年 0.27
自分重視 2.80（.82）2.83（.91）2.66（.82）2.59（.73） 8.16** 男子＞女子 0.09 0.66
楽しさ重視 3.29（.84）3.55（.75）3.20（.78）3.37（.65） 4.96* 男子＞女子 12.87*** 6年＞ 5年 0.40
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学校生活においてどのようなコミュニケーションをは
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Development of Classroom-Based School Life Orientation Scale and its Reliability and 
Validity Examination
Shingo Yotsutsuji (Hirano Elementary School Attached to Osaka Kyoiku University)
Haruhisa Mizuno (Osaka Kyoiku University)
  This study examined reliability and validity of Classroom-Based School Life Orientation Scale. The scale was created from 
the results of a survey to 644 pupils in the 5th and 6th grades asking about how they like to live life in the classroom group. 
The following 5 factors were found from the answers: other-focus, teacher-focus, self-focus, enjoyment-focus and close-
friend-focus. Inter consistency of these factors proved the scale reliability. Relation between the factors and classroom climate 
showed the validity of the scale. Regarding gender differences, girls had higher scores on other-focus, and boysʼ scores were 
higher on self-focus and enjoyment-focus. Difference in school years was as follows: 5th graders had higher scores on other-
focus and teacher-focus, while 6th gradersʼ scores were higher on enjoyment-focus.
Keywords: school life orientation, classroom climate, difference in gender and grade, classroom groups, elementary school 
pupils 

